
(57)【要約】

【課題】　レールに規定の横圧を連続的に付与した状態

で軌道レール上を走行させ、測定の安全を確保しながら

軌間の変位量をデータ処理部で計算し、マクラギのレー

ルに対する支持力の強弱を判断することでマクラギの劣

化の判定を自動的に効率よく行い、信頼性の高いマクラ

ギの管理を実施する走行式マクラギ判定装置を提供する

。

【解決手段】　走行しながらレール軌間方向に連続的に

横圧力をかけ、その際の軌間の変位量を測定する走行式

マクラギ判定装置において、横圧載荷部はその主要部を

構成する円筒管３３のレール接触部に横圧載荷ローラ３

１、３１’を使用し、固定側横圧載荷部ガイド部を中心

にして円筒管３３に回動力を付与して横圧載荷ローラ３

１、３１’の回転軸を垂直面内において走行台車１の進

行方向に関して下向きに傾斜させる脱輪防止装置を横圧

載荷部の可動側横圧載荷部ガイド部３５’に設けた走行

式マクラギ判定装置。

【選択図】　図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 走 行 台 車 上 に 横 圧 載 荷 部 お よ び 軌 間 変 位 測 定 部 を 配 置 し 、 走 行 し な が ら レ ー ル 軌 間 方 向
に 連 続 的 に 横 圧 力 を か け 、 そ の 際 の 軌 間 の 変 位 量 を 測 定 す る こ と を 特 徴 と す る 走 行 式 マ ク
ラ ギ 判 定 装 置 。
【 請 求 項 ２ 】
　 請 求 項 １ に 記 載 さ れ る 走 行 式 マ ク ラ ギ 判 定 装 置 に お い て 、
　 横 圧 載 荷 部 は そ の 主 要 部 を 構 成 す る 円 筒 管 の レ ー ル 接 触 部 に 横 圧 載 荷 ロ ー ラ を 使 用 し 、
固 定 側 横 圧 載 荷 部 ガ イ ド 部 を 中 心 に し て 円 筒 管 に 回 動 力 を 付 与 し て 横 圧 載 荷 ロ ー ラ の 回 転
軸 を 垂 直 面 内 に お い て 走 行 台 車 の 進 行 方 向 に 関 し て 下 向 き に 傾 斜 さ せ る 脱 輪 防 止 装 置 を 横
圧 載 荷 部 の 可 動 側 横 圧 載 荷 部 ガ イ ド 部 に 設 け た こ と を 特 徴 と す る 走 行 式 マ ク ラ ギ 判 定 装 置
。

【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 こ の 発 明 は 、 軌 道 上 を 走 行 さ せ る こ と で 、 マ ク ラ ギ の 良 否 を 定 量 的 に 把 握 す る 走 行 式 マ
ク ラ ギ 判 定 装 置 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 木 製 マ ク ラ ギ は 腐 朽 が 進 行 す る と 犬 釘 の 支 持 力 が 低 下 し 、 こ れ に よ っ て 、 レ ー ル 支 持 力
の 不 足 に よ り 軌 間 が 拡 が る と い う 重 大 事 故 に つ な が る 恐 れ が あ る 。
　 こ の た め 従 来 は 検 査 員 が 目 視 と 、 打 撃 音 等 に よ っ て マ ク ラ ギ の 交 換 が 必 要 か 否 か を 判 断
し て い る 。
　 こ の よ う な 検 査 者 の 経 験 に よ る 判 定 に 頼 ら ず 測 定 を 行 う 方 法 と し て 、 「 マ ク ラ ギ 判 定 装
置 」 を 使 用 す る 方 法 が あ り 、 部 分 的 に 使 用 さ れ て い る （ 特 許 文 献 １ 　 参 照 ） 。
　 こ れ は 、 油 圧 ジ ャ ッ キ と 油 圧 ポ ン プ と 油 圧 測 定 器 と 油 圧 ジ ャ ッ キ の 変 位 量 を 計 測 す る 変
位 測 定 器 に よ っ て 構 成 さ れ て お り 、 測 定 個 所 に 固 定 し て 測 定 を 行 う 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 こ の 装 置 に よ り 、 レ ー ル 間 に 外 向 き に 向 か う 横 圧 を 与 え る こ と が で き る 。 与 え た 横 圧 に
よ り レ ー ル 軌 間 が 拡 大 す る た め 、 こ の 拡 が り 変 位 量 を 測 定 す る 。 こ の 拡 が り 変 位 量 が 所 定
値 以 上 に 達 す る 地 点 で は 、 マ ク ラ ギ の レ ー ル に 対 す る 支 持 力 が 弱 い こ と が 解 り 、 マ ク ラ ギ
の 劣 化 を 知 る こ と が で き る 。
【 特 許 文 献 １ 】 実 用 新 案 登 録 第 ２ ０ ２ ７ ６ ２ ２ 号 明 細 書
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 従 来 の 検 査 員 の 経 験 と 勘 に 頼 る 検 査 方 法 で は 、 検 査 者 の 技 量 の 差 に よ り 個 人 差 が 生 ま れ
、 不 良 マ ク ラ ギ の 判 定 に バ ラ ツ キ が あ っ た 。 特 に 、 表 面 上 腐 朽 し た 様 子 に 見 え な い マ ク ラ
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ギ が 内 部 で 腐 朽 が 進 ん で い る こ と も あ り 、 こ れ を 見 抜 く こ と は 困 難 な こ と で あ る 。
　 ま た 、 従 来 の 装 置 は 、 各 測 定 点 に 装 置 を 固 定 し 測 定 を 行 う 方 怯 で あ る こ と か ら 、 測 定 数
が 多 い と 作 業 に 多 大 な 時 間 を 必 要 と し て い る 。
　 こ の よ う な こ と か ら 、 列 車 走 行 と 同 様 に 軌 道 上 を 走 行 さ せ な が ら 連 続 的 に 測 定 を 行 い 、
よ り 正 確 な 測 定 を 行 う こ と が で き 、 し か も 作 業 性 の 向 上 が 計 れ る マ ク ラ ギ 判 定 装 置 の 早 期
開 発 が 望 ま れ て い た 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 請 求 項 １ ： 走 行 台 車 上 に 横 圧 載 荷 部 お よ ぴ 軌 間 変 位 測 定 部 を 配 置 し 、 走 行 し な が ら レ ー
ル 軌 間 方 向 に 連 続 的 に 横 圧 力 を か け 、 そ の 際 の 軌 間 の 変 位 量 を 測 定 す る 走 行 式 マ ク ラ ギ 判
定 装 置 を 構 成 し た 。
　 そ し て 、 請 求 項 ２ ： 請 求 項 １ に 記 載 さ れ る 走 行 式 マ ク ラ ギ 判 定 装 置 に お い て 、 横 圧 載 荷
部 は そ の 主 要 部 を 構 成 す る 円 筒 管 ３ ３ の レ ー ル 接 触 部 に 横 圧 載 荷 ロ ー ラ ３ １ 、 ３ １ ’ を 使
用 し 、 固 定 側 横 圧 載 荷 部 ガ イ ド 部 を 中 心 に し て 円 筒 管 ３ ３ に 回 動 力 を 付 与 し て 横 圧 載 荷 ロ
ー ラ ３ １ 、 ３ １ ’ の 回 転 軸 を 垂 直 面 内 に お い て 走 行 台 車 １ の 進 行 方 向 に 関 し て 下 向 き に 傾
斜 さ せ る 脱 輪 防 止 装 置 を 横 圧 載 荷 部 の 可 動 側 横 圧 載 荷 部 ガ イ ド 部 ３ ５ ’ に 設 け た 走 行 式 マ
ク ラ ギ 判 定 装 置 を 構 成 し た 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 こ の 発 明 に よ れ ば 、 デ ー タ 測 定 処 理 部 を 走 行 台 車 に 搭 載 し 、 レ ー ル に 規 定 の 横 圧 を 連 続
的 に 付 与 し た 状 態 で 軌 道 レ ー ル 上 を 走 行 さ せ 、 測 定 の 安 全 を 確 保 し な が ら 軌 間 の 変 位 量 を
デ ー タ 処 理 部 で 計 算 し 、 マ ク ラ ギ の レ ー ル に 対 す る 支 持 力 の 強 弱 を 判 断 す る こ と で マ ク ラ
ギ の 劣 化 の 判 定 を 自 動 的 に 効 率 よ く 行 い 、 信 頼 性 の 高 い マ ク ラ ギ の 管 理 を 実 施 す る こ と が
で き る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 走 行 式 マ ク ラ ギ 判 定 装 置 は 、 走 行 台 車 部 と デ ー タ 処 理 部 と で 構 成 し 、 走 行 台 車 を レ ー ル
上 で 走 行 さ せ る こ と で 、 各 測 定 個 所 の マ ク ラ ギ の 良 否 を 定 量 的 に 把 握 す る こ と が で き る 。
　 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 を 図 １ な い し 図 ４ を 参 照 し て 具 体 的 に 説 明 す る 。
　 先 ず 、 図 １ を 参 照 し て 走 行 式 マ ク ラ ギ 判 定 装 置 の 概 略 を 説 明 す る 。
　 走 行 台 車 １ は 、 後 で 詳 し く 説 明 さ れ る が 、 ４ 輪 式 と し て 測 定 時 の 走 行 安 定 性 を 確 保 し て
い る 。 走 行 台 車 １ の 中 央 部 に は 、 レ ー ル に 直 角 の 方 向 に 延 伸 し て 走 行 台 車 フ レ ー ム １ １ が
形 成 さ れ て い る 。 走 行 台 車 フ レ ー ム １ １ は ス テ ン レ ス 板 を チ ャ ン ネ ル 形 状 に し て 製 作 し 、
強 度 を 持 た せ る と 共 に 軽 量 化 を 図 っ て い る 。 こ の 走 行 台 車 フ レ ー ム １ １ の 中 間 部 に は 、 固
定 側 横 圧 載 荷 部 ガ イ ド 部 ３ ５ と 可 動 側 横 圧 載 荷 部 ガ イ ド 部 ３ ５ ’ の 対 が 対 向 し て ２ 対 取 り
付 け 固 定 さ れ て お り 、 こ れ ら に よ り 横 圧 載 荷 部 ３ は 保 持 、 案 内 さ れ る 。 こ こ で 、 ３ １ は 横
圧 載 荷 部 ３ の 固 定 側 横 圧 載 荷 ロ ー ラ 、 ３ １ ’ は 可 動 側 横 圧 載 荷 ロ ー ラ で あ り 、 横 圧 載 荷 部
３ は 、 固 定 側 横 圧 載 荷 ロ ー ラ ３ １ お よ び 可 動 側 横 圧 載 荷 ロ ー ラ ３ １ ’ を 介 し て 両 レ ー ル 間
を 突 っ 張 る 構 成 を 採 用 し て レ ー ル に 横 圧 を 載 荷 す る 。 走 行 台 車 フ レ ー ム １ １ に は 、 １ 組 の
軌 間 セ ン サ ６ 、 ６ ’ も 設 置 さ れ て い る 。 走 行 台 車 フ レ ー ム １ １ は 、 脱 輪 時 に 横 圧 載 荷 部 ３
が 軌 間 外 に 飛 び 出 す の を 防 止 す る 作 用 も 果 た し 、 作 業 員 等 へ の 安 全 性 を 確 保 し て い る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 図 ２ を 参 照 し て 走 行 台 車 の 走 行 車 輪 ２ の 形 状 お よ び 走 行 車 輪 部 ２ ０ を 説 明 す る 。 走 行 台
車 １ の 走 行 車 輪 ２ の 踏 面 形 状 は 、 脱 輪 防 止 対 策 と し て フ ラ ッ ト 形 状 と し て い る 。 こ れ は 走
行 車 輪 ２ の 踏 面 形 状 が 通 常 の テ ー パ 形 状 の 場 合 、 レ ー ル と の 接 触 点 が レ ー ル 頭 面 方 向 へ 変
化 し 易 く 、 車 輪 が 乗 り 上 げ 、 脱 輸 が 起 こ り 易 く な る の を 防 止 す る た め で あ る 。
　 図 ３ を も 参 照 し て 横 圧 載 荷 部 ３ を 説 明 す る 。 横 圧 載 荷 部 ３ は 、 上 述 し た 通 り 、 走 行 台 車
フ レ ー ム １ １ の 中 間 部 に 対 向 し て 固 定 側 横 圧 載 荷 部 ガ イ ド 部 ３ ５ と 可 動 側 横 圧 載 荷 部 ガ イ
ド 部 ３ ５ ’ の 対 が 対 向 し て ２ 対 取 り 付 け 固 定 さ れ お り 、 こ れ に よ り 保 持 、 案 内 さ れ る 。 横
圧 載 荷 部 ３ に は 、 更 に 、 横 圧 載 荷 除 荷 装 置 ４ が 付 設 さ れ る と 共 に 、 可 動 側 横 圧 載 荷 部 ガ イ
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ド 部 ３ ５ ’ に は 脱 輪 防 止 装 置 ５ が 内 在 付 設 さ れ て い る 。 横 圧 載 荷 部 ３ と し て は 、 油 圧 シ リ
ン ダ 、 油 圧 ポ ン プ お よ び 制 御 部 よ り 成 る 油 圧 方 武 を 採 用 す る こ と も で き る が 、 図 示 さ れ る
実 施 例 は 操 作 性 を 重 視 し 、 小 型 軽 量 化 す る 観 点 か ら ス プ リ ン グ 方 式 を 採 用 し て い る 。 ス プ
リ ン グ と し て コ イ ル ス プ リ ン グ ３ ２ を 使 用 し 、 横 圧 載 荷 部 ３ が 固 定 側 横 圧 載 荷 ロ ー ラ ３ １
お よ び 可 動 側 横 圧 載 荷 ロ ー ラ ３ １ ’ を 介 し て 両 レ ー ル 間 を 突 っ 張 る 構 成 を 採 用 し て レ ー ル
に 横 圧 を 載 荷 す る も の と し て い る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 横 圧 載 荷 部 ３ は 、 コ イ ル ス プ リ ン グ ３ ２ を 収 納 す る 円 筒 管 ３ ３ を 主 要 部 と し て い る 。 円
筒 管 ３ ３ は 、 そ の 一 方 の 端 部 が 円 筒 管 ３ ３ と 一 体 形 成 し た 横 圧 載 荷 部 固 定 部 ３ ０ に 支 持 さ
れ る と 共 に 、 他 方 の 端 部 が 直 動 ス プ ラ イ ン ３ ４ を 用 い た 直 線 運 動 す る 横 圧 載 荷 部 可 動 部 ３
０ ’ で 支 持 さ れ て い る 。 横 圧 載 荷 部 ３ の 主 要 部 を 構 成 す る 円 筒 管 ３ ３ は 、 横 圧 載 荷 部 固 定
部 ３ ０ の 固 定 側 横 圧 載 荷 ロ ー ラ ３ １ と 横 圧 載 荷 部 可 動 部 ３ ０ ’ の 可 動 側 横 圧 載 荷 ロ ー ラ ３
１ ’ に よ り 、 走 行 台 車 １ と は 無 関 係 に 両 レ ー ル 間 を 突 っ 張 る 構 成 と さ れ て 、 軌 間 狂 い の 変
化 に 追 従 さ せ る こ と が で き る 。 横 圧 載 荷 部 ３ と レ ー ル と の 間 に は 、 加 圧 接 触 し た 際 の 走 行
時 の 抵 抗 を 少 な く す る 観 点 か ら も 、 固 定 側 横 圧 載 荷 ロ ー ラ ３ １ お よ び 可 動 側 横 圧 載 荷 ロ ー
ラ ３ １ ’ が 使 用 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 次 い で 、 横 圧 載 荷 除 荷 装 置 ４ に つ い て 説 明 す る 。 横 圧 載 荷 除 荷 装 置 ４ は 手 動 式 油 圧 制 御
に よ る 。 こ の 横 圧 載 荷 除 荷 装 置 ４ は 、 走 行 台 車 １ 上 に 配 置 さ れ る 油 圧 ポ ン プ ４ １ 、 横 圧 載
荷 部 ３ の 上 部 に 配 置 さ れ る 油 圧 引 き シ リ ン ダ ４ ２ お よ び ピ ス ト ン ４ ３ 、 連 結 パ イ プ ４ ４ よ
り 成 る 。 図 示 さ れ る 状 態 の 横 圧 載 荷 除 荷 装 置 ４ は 、 油 が 油 圧 引 き シ リ ン ダ ４ ２ か ら 油 圧 ポ
ン プ ４ １ に 連 結 パ イ プ ４ ４ を 介 し て 排 出 さ れ て 、 円 筒 管 ３ ３ 内 に 収 納 さ れ る コ イ ル ス プ リ
ン グ ３ ２ が 直 動 ス プ ラ イ ン ３ ４ を 介 し て 横 圧 載 荷 部 可 動 部 ３ ０ ’ を 強 く バ イ ア ス し て 可 動
側 横 圧 載 荷 ロ ー ラ ３ １ ’ を レ ー ル の 側 面 に 圧 接 し た 状 態 に あ る 。 油 圧 ポ ン プ ４ １ を 動 作 さ
せ 、 油 圧 引 き シ リ ン ダ ４ ２ に 連 結 パ イ プ ４ ４ を 介 し て 油 を 注 入 す る と 、 こ の 油 圧 に よ り ピ
ス ト ン ４ ３ は 左 方 に 駆 動 さ れ 、 こ れ に よ り コ イ ル ス プ リ ン グ ３ ２ の バ イ ア ス に 抗 し て 可 動
側 横 圧 載 荷 ロ ー ラ ３ １ ’ を 図 に お い て 左 方 に 変 位 し 、 可 動 側 横 圧 載 荷 ロ ー ラ ３ １ ’ を レ ー
ル の 側 面 か ら 開 放 し て 横 圧 は 除 荷 さ れ る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 図 ４ を 参 照 し て 脱 輪 防 止 装 置 ５ を 説 明 す る 。 横 圧 載 荷 に よ る 軌 間 の 変 位 は 、 レ ー ル 底 部
側 面 と 犬 釘 と の 狭 間 に よ り レ ー ル 全 体 が 軌 間 外 方 へ 変 位 し た 場 合 と 、 レ ー ル が 軌 間 外 方 へ
傾 い た 場 合 に 生 じ る 。 レ ー ル が 軌 間 外 方 へ 傾 い て 生 じ た 変 位 の 場 合 は 、 レ ー ル 頭 側 面 の 横
圧 載 荷 ロ ー ラ ３ １ 、 ３ １ ’ 接 触 面 に 乗 り 上 げ 方 向 へ の 傾 斜 角 θ が 発 生 す る 。 測 定 時 に お け
る 横 圧 載 荷 ロ ー ラ ３ １ 、 ３ １ ’ の レ ー ル 乗 り 上 が り に 起 因 す る 走 行 台 車 １ の レ ー ル へ の 乗
り 上 が り を 防 止 す る に 、 横 圧 載 荷 部 ３ に 脱 輪 防 止 装 置 ５ を 設 け た 。 こ の 脱 輪 防 止 装 置 ５ は
、 横 圧 載 荷 部 ３ の 固 定 側 横 圧 載 荷 ロ ー ラ ３ １ の 回 転 軸 お よ び 可 動 側 横 圧 載 荷 ロ ー ラ ３ １ ’
の 回 転 軸 を 、 垂 直 面 内 に お い て 走 行 台 車 １ の 進 行 方 向 に 関 し て 下 向 き に 傾 斜 角 θ に 対 応 し
て 傾 斜 さ せ る こ と に よ り 、 上 述 の 走 行 車 輪 ２ の 乗 り 上 げ を 防 止 す る も の で あ る 。 以 下 、 脱
輪 防 止 装 置 を 具 体 的 に 説 明 す る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 脱 輪 防 止 装 置 ５ は 、 可 動 側 横 圧 載 荷 部 ガ イ ド 部 ３ ５ ’ に 付 設 さ れ 、 駆 動 部 材 ５ １ 、 上 下
変 位 部 材 ５ ２ 、 固 定 制 限 部 材 ５ ３ 、 抑 え 部 材 ５ ４ 、 ク ラ ン プ レ バ ー ５ ５ を 組 み 合 わ せ る こ
と に よ り 構 成 さ れ る 。 上 下 変 位 部 材 ５ ２ に は 、 雌 ネ ジ 孔 Ｆ が 形 成 さ れ て お り 、 こ の ネ ジ 孔
Ｆ に は 雄 ネ ジ Ｍ が ネ ジ 切 り さ れ た 駆 動 部 材 ５ １ が 螺 合 し て い る 。 固 定 制 限 部 材 ５ ３ は 、 上
下 変 位 部 材 ５ ２ を そ の 案 内 部 ５ ３ １ に お い て 上 下 方 向 に ガ イ ド す る と 共 に 、 走 行 台 車 フ レ
ー ム １ １ ヘ の 固 定 、 駆 動 部 材 ５ １ の 上 下 方 向 の 可 動 量 を 制 限 す る 制 限 部 材 と し て 動 作 す る
。 こ こ で 、 駆 動 部 材 ５ １ の 上 下 方 向 の 可 動 量 が 傾 斜 角 θ を 補 償 す る 傾 き 量 と な る 。 抑 え 部
材 ５ ４ は 固 定 制 限 部 材 ５ ３ に 固 定 さ れ 、 上 下 変 位 部 材 ５ ２ を 上 下 に 変 位 さ せ な い 役 割 を 果
た し て い る 。 上 下 変 位 部 材 ５ ２ に は 、 そ の 上 部 に 水 平 方 向 に 延 伸 し て ク ラ ン プ レ バ ー ５ ５
が 具 備 さ れ て い る 。 そ し て 、 上 下 変 位 部 材 ５ ２ の 下 部 に は 水 平 横 孔 ５ ２ １ が 貫 通 形 成 さ れ
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る と 共 に 、 こ の 水 平 横 孔 ５ ２ １ に 連 通 し て 水 平 ガ イ ド ロ ー ラ ５ ０ １ 収 容 部 ５ ２ ２ が 形 成 さ
れ 、 水 平 ガ イ ド ロ ー ラ ５ ０ １ が 軸 支 さ れ て い る 。 更 に 、 こ の 上 下 変 位 部 材 ５ ２ に は 、 水 平
横 孔 ５ ２ １ の 上 側 お よ び 下 側 に 垂 直 ガ イ ド ロ ー ラ ５ ０ ２ が 対 向 し て 軸 支 さ れ て い る 。 こ こ
で 、 ３ ７ は ガ イ ド ロ ー ラ 係 合 部 材 で あ り 、 円 筒 管 ３ ３ に 固 着 し て 水 平 に 延 伸 し て い る 。 こ
の ガ イ ド ロ ー ラ 係 合 部 材 ３ ７ は 、 そ の 水 平 部 を 水 平 横 孔 ５ ２ １ に 進 入 し て 垂 直 ガ イ ド ロ ー
ラ ５ ０ ２ 間 を 通 過 し 、 水 平 ガ イ ド ロ ー ラ ５ ０ １ に 接 触 係 合 し て い る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 こ こ で 、 ク ラ ン プ レ バ ー ５ ５ を 水 平 面 内 に お い て 操 作 し て 駆 動 部 材 ５ １ を 回 転 さ せ る と
、 上 下 変 位 部 材 ５ ２ は 案 内 部 ５ ３ １ 内 に お い て 固 定 制 限 部 材 ５ ３ お よ び 抑 え 部 材 ５ ４ に よ
り 上 下 動 を 制 限 さ れ て い る の で 、 駆 動 部 材 ５ １ は 回 転 の み を す る こ と に な り 、 上 下 変 位 部
材 ５ ２ は 駆 動 部 材 ５ １ の 雄 ネ ジ 部 Ｍ の 案 内 に よ り 可 動 量 範 囲 で 上 下 駆 動 さ れ る こ と に な る
。 上 下 変 位 部 材 ５ ２ が 上 下 駆 動 さ れ る こ と に よ り 、 こ の 駆 動 力 は 接 触 す る 垂 直 ガ イ ド ロ ー
ラ ５ ０ ２ を 介 し て ガ イ ド ロ ー ラ 係 合 部 材 ３ ７ に 加 え ら れ 、 円 筒 管 ３ ３ は 可 動 側 横 圧 載 荷 部
ガ イ ド 部 ３ ５ ’ 側 に お い て 上 向 き に 押 し 上 げ ら れ 或 い は 下 向 き に 押 し 下 げ ら れ る 。 他 方 の
固 定 側 横 圧 載 荷 部 ガ イ ド 部 ３ ５ は 走 行 台 車 フ レ ー ム １ １ に 固 定 さ れ て い る の で フ レ ー ム １
１ に 関 し て 上 下 方 向 に 変 位 し な い が 、 一 方 の 可 動 側 横 圧 載 荷 部 ガ イ ド 部 ３ ５ ’ は ク ラ ン プ
レ バ ー ５ ５ の 操 作 に よ り 上 下 に 変 位 す る こ と と な る 。 こ れ に よ り 、 横 圧 載 荷 部 ３ の 主 要 部
を 構 成 す る 円 筒 管 ３ ３ は 、 走 行 台 車 フ レ ー ム １ １ に 上 下 方 向 に 関 し て 変 位 し な い ２ 個 の 固
定 側 横 圧 載 荷 部 ガ イ ド 部 ３ ５ に よ り 保 持 さ れ る 一 方 、 ２ 個 の 可 動 側 横 圧 載 荷 部 ガ イ ド 部 ３
５ ’ は 上 下 方 向 に 駆 動 さ れ て 、 円 筒 管 ３ ３ を 自 身 の 軸 方 向 に 関 し て 回 動 す る 回 動 力 が 発 生
す る 。 横 圧 載 荷 部 ３ の 円 筒 管 ３ ３ が 回 動 す る こ と に よ り 円 筒 管 ３ ３ を 支 持 す る 横 圧 載 荷 部
可 動 部 ３ ０ ’ も 回 動 し 、 横 圧 載 荷 部 可 動 部 ３ ０ ’ に 具 備 さ れ る 可 動 側 横 圧 載 荷 ロ ー ラ ３ １
’ の 回 転 軸 は 垂 直 面 内 に お い て 走 行 台 車 １ の 進 行 方 向 に 関 し て 下 向 き に 傾 斜 角 θ に 対 応 し
て 傾 斜 せ し め ら れ る 。 こ の 時 、 円 筒 管 ３ ３ を 支 持 す る 横 圧 載 荷 部 固 定 部 ３ ０ の 固 定 側 横 圧
載 荷 ロ ー ラ ３ １ も 、 同 様 に 、 そ の 回 転 軸 は 垂 直 面 内 に お い て 走 行 台 車 １ の 進 行 方 向 に 関 し
て 下 向 き に 傾 斜 角 θ に 対 応 し て 傾 斜 せ し め ら れ る 。 可 動 側 横 圧 載 荷 ロ ー ラ ３ １ ’ の 回 転 軸
と 固 定 側 横 圧 載 荷 ロ ー ラ ３ １ の 回 転 軸 の 双 方 が 走 行 台 車 １ の 進 行 方 向 に 関 し て 下 向 き に 傾
斜 せ し め ら れ る こ と に よ り 、 両 ロ ー ラ ３ １ 、 ３ １ ’ に は 走 行 台 車 フ レ ー ム １ １ を 介 し て 走
行 台 車 １ か ら 下 向 き の 車 重 の 成 分 が 加 わ る に 到 る 。 こ の 成 分 が 、 レ ー ル 頭 側 面 の ロ ー ラ 接
触 面 に 乗 り 上 げ 方 向 へ の 傾 斜 角 が 発 生 し た こ と に 起 因 す る 走 行 台 車 １ の 走 行 車 輪 ２ の 乗 り
上 が り の 傾 向 を 緩 和 し 、 そ の 脱 輪 を 防 止 す る こ と に つ な が る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 こ こ で 、 軌 間 セ ン サ ６ に つ い て 説 明 す る 。 軌 間 セ ン サ ６ は 、 レ ー ル レ ベ ル か ら １ ６ ｍ ｍ
以 内 の 軌 間 最 短 距 離 を 測 定 す る セ ン サ で あ り 、 直 動 ス プ ラ イ ン と 変 位 セ ン サ で 構 成 し て い
る 。 こ の 軌 間 セ ン サ ６ は 走 行 台 車 １ 上 に 取 り 付 け ら れ 、 左 右 レ ー ル に 対 称 の 位 置 で １ 組 配
置 し て い る 。 各 軌 間 セ ン サ ６ は 、 走 行 台 車 １ の 基 準 位 置 と レ ー ル 間 の 距 離 を 測 定 し 、 軌 間
狂 い 量 を 算 出 す る 。
　 そ し て 、 距 離 セ ン サ ７ に つ い て 説 明 す る に 、 こ れ は 走 行 車 輪 ２ の 回 転 数 を 距 離 検 知 セ ン
サ に よ り カ ウ ン ト し 、 各 測 定 点 お よ び 走 行 距 離 を 求 め る 構 成 を 有 し て い る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 デ ー タ 処 理 部 ８ に つ い て 説 明 す る に 、 こ れ は 変 換 器 と パ ソ コ ン に よ り 構 成 し 、 ０ ． ５ ｍ
毎 に 各 セ ン サ の 入 力 処 理 を 行 い 、 ハ ー ド デ ィ ス ク 内 に デ ー タ を 記 憶 す る も の で あ る 。 こ の
デ ー タ 処 理 部 ８ は 、 走 行 台 車 １ に 脱 着 式 で 搭 載 す る 構 成 と さ れ て い る 。 各 軌 間 セ ン サ ６ に
よ る 測 定 中 、 記 憶 し た デ ー タ を 処 理 し 、 パ ソ コ ン 上 に 以 下 の も の を 表 示 す る 。
　 　 ・ 測 点 番 号 　 　 　 　 　 ０ ． ５ ｍ を １ 測 点 と し 表 示 。
　 　 ・ 軌 間 セ ン サ 測 定 値 　 各 セ ン サ の 測 定 値 を 表 示 。
　 　 ・ 動 的 軌 間 量 　 　 　 　 各 軌 間 セ ン サ 測 定 値 を 加 算 し た 値 を 表 示 。
　 　 ・ 静 的 軌 間 量 　 　 　 　 静 的 軌 間 量 （ 手 測 り 測 定 値 等 ） を 手 入 力 。
　 　 ・ 軌 間 拡 大 量 　 　 　 　 動 的 軌 間 量 － 静 的 軌 間 量 の 計 算 結 果 を 表 示 。
【 ０ ０ １ ６ 】
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　 以 上 の 通 り で あ っ て 、 こ の 発 明 に よ れ ぱ 、 デ ー タ 測 定 処 理 部 を 走 行 台 車 に 搭 載 し 、 レ ー
ル に 規 定 の 横 圧 を 連 続 的 に 付 与 し た 状 態 で 軌 道 レ ー ル 上 を 走 行 さ せ 、 安 全 を 確 保 し つ つ 軌
間 の 変 位 量 を 測 定 す る こ と が で き 、 こ の 軌 間 の 変 位 量 を デ ー タ 処 理 部 で 計 算 し 、 マ ク ラ ギ
の レ ー ル に 対 す る 支 持 力 の 強 弱 を 判 断 す る こ と で マ ク ラ ギ の 劣 化 の 判 定 を 自 動 で 行 う こ と
が で き る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 こ の 発 明 に よ れ ば 、 デ ー タ 処 理 部 は 、 各 セ ン サ の 入 力 を 行 う 変 換 器 と 測 定 デ ー タ を 随 時
記 憶 す る パ ソ コ ン に よ り 構 成 さ れ 、 検 査 中 に デ ー タ 処 理 を 行 う こ と が で き る 。
　 軌 間 変 位 量 （ 拡 大 量 ） は 、 載 荷 時 の 軌 間 測 定 デ ー タ と 無 載 荷 時 の 軌 間 測 定 デ ー タ と の 比
較 に よ り 算 出 さ れ る 。 そ の た め に 、 無 載 荷 状 態 で 軌 間 測 定 を 行 う か 或 い は 他 の 測 定 器 に よ
り 測 定 し た デ ー タ を パ ソ コ ン に 入 力 し て お き 、 基 本 デ ー タ と し て 使 用 す る こ と で 、 変 位 量
の 算 出 を 行 う こ と が で き る 。 動 的 軌 間 量 を 基 準 値 と 比 較 す る こ と で 、 マ ク ラ ギ の 不 良 箇 所
を 判 定 し 、 測 定 時 に 警 報 を 発 生 さ せ る 機 能 を 設 け る こ と も で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ １ ８ 】
【 図 １ 】 実 施 例 を 説 明 す る 図 。
【 図 ２ 】 走 行 車 輪 お よ び 走 行 車 輪 部 を 説 明 す る 図 。
【 図 ３ 】 横 圧 載 荷 部 を 説 明 す る 図 。
【 図 ４ 】 脱 輪 防 止 装 置 を 説 明 す る 図 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ １ ９ 】
　 　 　 １ 　 走 行 台 車 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 １ １ 　 走 行 台 車 フ レ ー ム
　 　 　 ２ 　 走 行 車 輪 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ２ ０ 　 走 行 車 輪 部
　 　 　 ３ 　 横 圧 載 荷 部 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ３ ０ 　 横 圧 載 荷 部 固 定 部
　 　 ３ ０ ’ 横 圧 載 荷 部 可 動 部 　 　 　 　 　 　 　 　 ３ １ 　 固 定 側 横 圧 載 荷 ロ ー ラ
　 　 ３ １ ’ 可 動 側 横 圧 載 荷 ロ ー ラ 　 　 　 　 　 　 ３ ２ 　 コ イ ル ス プ リ ン グ
　 　 ３ ３ 　 円 筒 管 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ３ ４ 　 直 動 ス プ ラ イ ン
　 　 ３ ５ 　 固 定 側 横 圧 載 荷 部 ガ イ ド 部 　 　 　 　 ３ ５ ’ 可 動 側 横 圧 載 荷 部 ガ イ ド 部
　 　 ３ ６ 　 ガ イ ド ロ ー ラ 受 け 部 　 　 　 　 　 　 　 ３ ７ 　 ガ イ ド ロ ー ラ 係 合 部 材
　 　 　 ４ 　 横 圧 載 荷 除 荷 装 置 　 　 　 　 　 　 　 　 ４ １ 　 油 圧 ポ ン プ
　 　 ４ ２ 　 油 圧 引 き シ リ ン ダ 　 　 　 　 　 　 　 　 ４ ３ 　 ピ ス ト ン
　 　 ４ ４ 　 連 結 パ イ プ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ５ 　 脱 輪 防 止 装 置
　 ５ ０ １ 　 水 平 ガ イ ド ロ ー ラ 　 　 　 　 　 　 　 ５ ０ ２ 　 垂 直 ガ イ ド ロ ー ラ
　 　 ５ １ 　 駆 動 部 材 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ５ ２ 　 上 下 変 位 部 材
　 ５ ２ １ 　 水 平 横 孔 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ５ ２ ２ 　 水 平 ガ イ ド ロ ー ラ 収 容 部
　 　 ５ ３ 　 固 定 制 限 部 材 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ５ ４ 　 抑 え 部 材
　 　 ５ ５ 　 ク ラ ン プ レ バ ー 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ６ 　 軌 間 セ ン サ
　 　 　 ７ 　 距 離 セ ン サ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ８ 　 デ ー タ 処 理 部
　 　 　 Ｆ 　 雌 ネ ジ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 Ｍ 　 雄 ネ ジ
　 　 　 θ 　 傾 斜 角
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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